
スマー ト・テロワールは株式会社カルビ—相談役松尾雅彦氏が、著書「ス

マー ト ・ テロワール」 で提唱している農村の未来像であり、 テロワールは、

フランス語の土壌や特徴ある地域などを表す「Terroir(テル ）」から派生

した言葉に英語のスマー ト（洗練された） を付けた合成語で、 農村に宿っ

ている魅力的な個性を引出し、 磨くことによって、 豊かな地域共同体をつ

くり食料自給圏 を確立にすることを目的としています。

現在のわが国の食料自給率は39%と低迷していますが、 逆に考えれば、

農業・農村には、 わが国の食料需要に対して、 十分に応えられるだけの生産の余地があるということです。 そこで、 未利用農地の有

効活用を図り、 畑輪作と畜産との「耕畜連携」、 畑作農家や畜産農家と地域の加工業者との「農工連携」、 さらに、 地域で生産され

た加工農畜産物を用いた欧州型食文化への転換（「美食革命」）の3つを基軸とした食料自給圏「スマー ト・テロワール」の実現を目指し、

参加者の皆さまと農村の未来像を描き、 新しい農村社会の構築に向けた講演会と意見交換会を開催します。

7月 21 日（木） 13:30 "'17:15

東京第ーホテル鶴岡鳳凰の間

5-mall 
． 

東京第ーホテル鶴岡

• 鶴岡ワシントンホテル

� 
�

（山形県鶴岡市錦町 2-10)

基調講演に加えて、 坂上隆氏、 山口美和氏、 中坪あゆみ氏による講演と、 パネルディスカッションを行います。

お問い合わせ•

お申し込み

申込締切り：平成 28 年 7月 15 日（金）

申込み先：（一社）山形県農業会議

〒990-0041 山形県山形市緑町1-9-30

 TEL : 023-622-8716、FAX : 023-634-8640 

  e-mail : kaigi@yca.or.jp

※参加可能人数は250名です。 会場の定員に達した時には、 お断りする場合もあることを予めご了承下さい。



肥講演会内容

13:30�13:50 
． 

． 

13:50'"'-'14:40 
．

．

．

 

14:40 "" 15:20 
． 

． 

． 

＜休憩＞

15:25�15:55 
． 

． 

． 

15:55�16:10 
． 

． 

＜会場レイアウトの変更＞

16:20 "'17:15 
．

．

 

■開会行事
日本の明日の農村

■基調講演

農村消滅論からの大転換 ～スマー ト・テロワ ール総論～
カルビ—株式会社相談役 松尾雅彦氏

■先進地事例報告

九州における畑契約栽培と耕畜連携の事例～畑輪作体系の実践～
農業生産法人株式会社さかうえ代表取締役社長 坂上隆氏

■消費者からの提言くトー クセッション＞

食の移り変りと女性消費者からみた欧州型食文化への期待
やまがた在来作物マイスタ ー （野菜ソムリエ） 山口美和氏

■スマー ト・テロワール形成に向けた新たな取組

庄内地域における山形大学の取組 山形大学農学部助教 中坪あゆみ氏

■パネルディスガyション

食料自給圏（スマー ト ・ テロワ ール）の形成に向けて パネリスト：発表者、その他

参加申込書 FAX送信先: 023-634-8640 (このまま送信下さい。）

ふりがな

参加者氏名

会社名・こ所属

住所

電話番号

I 申込締め切り：平成 28 年 7 月 15 日（金）

メ ールでもお申し込みいただけます。上記の内容をメ ールにてお知らせ下さい。

e-mail :  kaigi@yca.or.jp
（一社）山形県農業会議 
〒990-0041 山形県山形市緑町1-9-30 

TEL : 023-622-8716、FAX: 023-634-8640
e-mail : kaigi@yca.or.jp※参加可能人数は250名です。 会場の定員に達した時には、 お断りする場合もあることを予めC＇了承下さい。

※お知らせいただきました事項については、 本講演会の開催目的以外で使用することはありません。
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